
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
た

11
月
３
日
を
期
し
て
、
「
戦
争

法
の
廃
止

を
求
め
る

統
一
署
名
」

（
二
千
万

署
名
）
が

全
国
で
い
っ

せ
い
に
取

り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

全
国
総

が
か
り
行

動
実
行
委

員
会
は
、

こ
の
署
名

運
動
を
、

戦
争
法
の

廃
止
を
求

め
る
運
動

や
世
論
の

高
ま
り
を

可
視
化
す

る
も
の
と

し
て
、
ま
た
、
来
年
夏
の
参
議

院
選
挙
で
の
野
党
共
闘
を
後
押

し
す
る
も
の
と
し
て
全
国
に
呼

び
か
け
ま
し
た
。
文
字
ど
お
り

の
総
が
か
り
で
こ
の
署
名
運
動

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

静
岡
県
平
和
委
員
会
は
、
１

万
５
千
筆
と
い
う
目
標
を
決
め

ま
し
た
。

静
岡
市
平
和
委
員
会
も
１
月

の
総
会
で
目
標
を
決
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で

に
一
人
10
筆
以
上
を
獲

得
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
左
記
の
共
同

行
動
に
も
平
和
委
員
と

し
て
積
極
的
に
参
加
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

12
月
９
日
（
水
）
昼
休
み
、
青

葉
公
園
で
、
静
岡
市
憲
法
９
条
連

絡
会
、
新
婦
人
、
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
な
ど

が
、
戦
争
法
廃
止
を
求
め
る
宣
伝

署
名
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
あ
る
12
月
は
サ
ン

タ
さ
ん
の
月
、
参
加
者
は
サ
ン
タ

さ
ん
の
服
装
で
宣
伝
し
、
二
千
万

署
名
へ
の
協
力
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
参
加
者
は
、

き
れ
い
な
絵
は
が
き
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
い
ま
し
た
。

一
時
間
の
行
動
で
78
筆
の
署
名

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

21
人
。
12
月
27
日
、
１
月
９
日
の

行
動
に
は
、
よ
り
多
く
の
平
和
委

員
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
合
戸
政
治
）
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戦争法廃止を目ざす他団体との共同行動

毎月 時 間 場所／団体名

９日 12～13時
青葉公園／静岡市憲法９条の会連絡会
静岡駅周辺／共同センター、革新懇など

１９日

夕刻より

街頭宣伝署名活動
18時30分より
パレード

青葉公園から葵タワー

憲法共同センター/弁護士９条の会
静岡大学有志の会
静岡市憲法９条の会連絡会の共催

２９日 12～13時 １０９前／共同センター、革新懇など

※19日以外は、土日にあたる場合は金曜日または月曜日に移動します。
雨天の場合は、静岡駅地下道
12月29日は、27日(金)12～13時、１０９前で実施します。

９
月
19

日
、
「
戦

争

法

」

（
安
保
法

制
）
が
強

行
採
決
さ
れ
て
か
ら
３
度
目

の
19
日
を
迎
え
る
。
「
戦
争

法
」
廃
止
を
求
め
る
声
は
、

全
国
津
々
浦
々
に
今
も
広
が
っ

て
い
る
。
／
60
年
安
保
の
時

も
若
い
労
働
者
、

学
生
が
力
を
発
揮
、

岸
内
閣
を
打
倒
し

た
。
こ
の
時
と
比

べ
る
と
今
回
の
運

動
は
、
立
ち
上
が
っ

た
若
者
や
母
親
が

自
分
の
意
志
と
意

思
で
行
動
し
て
い

る
、
誰
彼
に
指
示

強
制
さ
れ
る
の
で

な
く
。
60
年
の
時

は
、
労
働
組
合
の

動
員
、
学
生
自
治

会
執
行
部
の
指
示

で
の
動
き
と
い
う

側
面
が
強
か
っ
た
。

／
私
の
住
む
静
岡
市
北
部
の

山
間
地
で
も
、
全
国
の
運
動

に
励
ま
さ
れ
、
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
行
動
を
19
日
に
行
っ
て

い
る
。
「
戦
争
法
廃
止
」
の

日
ま
で
続
け
よ
う
と
声
を
掛

け
合
い
な
が
ら
。
こ
の
よ
う

な
行
動
運
動
が
静
岡
市
の
全

域
に
広
が
る
こ
と
も
期
待
し

な
が
ら
。

新
村

直
樹

「戦争法」廃止まであきらめない

平
和
委
員
会
の

取
り
組
み

風の
子

海の銃剣とブルドーザー

政府は、警視庁機動隊まで動員して沖
縄県辺野古基地建設の本体工事を強行的
に再開した。翁長知事は、沖縄への新基

地押し付けを、米軍占領時代と重ねて「海上での銃剣と
ブルドーザーだ」と糾弾した。

翁長知事の「埋め立て承認取り消し」に対する行政不
服審査法の悪用、地方自治法に背く「代執行」を求める
訴訟など、沖縄の民意を無視する政府のやり方は、あま
りにも強引だ。戦後アメリカの統治下に置かれた沖縄県
民は、日本から切り離されて無国籍人とされた。そして、
米軍基地のために多くの土地を奪われてきた。翁長知事
はこのような歴史を背負って沖縄のアイデンティティー
を主張し続けているのだと思う。明治の琉球処分や本土
の犠牲となった太平洋戦争の沖縄戦を持ち出すまでもな
い。
昨夏の英スコットランドの英国からの独立の賛否を問

う住民投票の時に、この選挙戦を沖縄のメディアや大学
研究者らが現地視察していた。私は、沖縄独立論の是非
については判断しかねるが、気持ちはとてもよく分かる。

合戸 政治

↑署名をお願いしている平和委員

つむじ風

戦争法廃止
二千万署名の本格的な行動を！

サ
ン
タ
さ
ん
が

平
和
を
呼
び
か
け
た
！
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切
り
絵

鈴
木
正

下記の『一将功をなすために、万骨を枯らす

な！』は、1968年に小笠郡佐倉村（当時）を

中心とする地域に配られた訴えです。その

３年後に浜岡原発１号機の工事の着工。８

年後に稼働。47年前の訴えです。そして、

３.１１。「原発について語ることはタブー

だ」と、地元の方は言いました。

その間47年、私たちの目はどこ、なにを

みていたのでしょうか。「いざなぎ景気」

に酔っていたのでしょうか。反ベトナム戦

争で心いっぱいだったのでしょうか。再稼

働がうわさされる今、私たちの目はどこに

向けられているのでしょうか。

鈴木 正


